
９ 月 の ハ ッ ピ ー バ ー ス デ ー

創　　　　　　立　１９８９年２月１８日

チャーターナイト　１９８９年５月２８日

チャーター認証日　１９８９年５月　２日

１８日　江　原　修　一　さん

第一例会：第２木曜日   午後７ ： ００

第二例会：翌週土曜日   午後４ ： ００

(但し、１２月・５月は山中湖センターで土日）
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ワイズの信条

 会合には出席第一社会には奉仕第一を旨としよう

 自分を愛するように隣人を愛そう

 青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう

 世界的視野を持って国際親善を計ろう

 義務を果たしてこそ権利が生ずることを悟ろう
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「心新たに立ち上がろう」　“Once More We Stand”
「心新たに立ち上がろう」　“Once More We Stand”
「豊かな奉仕！　～変化そして躍進！」
「継続こそ力」
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To acknowlege the duty that accompanies every right２０１０ - ２０１１度主題(Theme)
ＩＢＣ：台北ユニオン ＤＢＣ：東広島・京都プリンス

●プルタブ：０ . ０ kg(累計：０ . ０ kg)
　【東日本区へ納付済み：１４４ . ５ k g 】

●ニコニコ：０ , ０００円(累計：３ , ６７０円)●８月のＢＦ切手：０ . ０ k g (累計：０ . ０ kg)

とうばん (三組)小口、小山(久)、菅原、遠矢、長津、

　　　深田(恭)、御園生

９月第一例会のお知らせ

と　　き

と こ ろ

か い ひ

９月９日(木曜日) １９：００～

東京ＹＭＣＡ山手センター

５００円

◆プログラム

　８月第一例会が、８月１２日グラディスで行われ、久しぶりに例

会に参加させていただきました。

せっかくの初グラディスでしたが、当日車で移動せざるを得

ずそのまま車で池袋へ向かったため、生ビールを飲むことがで

きず、この点が残念でしたが、グラディスの美味しいロースト

ビーフを腹一杯堪能しました。ごちそうさまでした。

当日の卓話者は、馬場啓子様で、(１９８０年１２月３日生、神奈川

県大和市出身、生まれつき脳性麻痺の障害があり杖歩行をして

いたが、２００９年５月原因不明の疾病で車椅子生活となる。)車椅

子での生活を余儀なくされながら、２０１０年１月にユニバーサル

ベンチャービジネスプランコンテスト(障がい者起業家を排出す

ることを目指すビジネスプランコンテスト)に参加し、《次頁へ続く》

８月以降の予告

開会点鐘 会長

ワイズソング･ワイズの信条

ハッピーバースデー 会長

協議・報告・連絡事項

出席者全員

会長

一同

会長･各担当

閉会点鐘

にこにこ・一分間スピーチ

ゲスト･ビジター紹介 会長

小川圭一さん

卓話　「すずらん会の紹介と一緒に歌いましょう」

あずさ夢街道あるき １０ ： ４５～ＪＲ姨捨駅　９月１９日(日)

第一例会 山手センター １９ ： ００～
出席者全員で記念撮影。

飯野浩一

「納涼例会」に参加して

２７日　原　　　淑　子　さん

第二(お散歩)例会 １２ ： ００～玉川上水散策　９月１８日(土)

１０月１４日(木)

２１：１５～

例会の続きを “本気” で “本音” で本音で語ろう会

伊丹亭

　　東京世田谷クラブ

長野チャーター １４ ： ００～ホテル信濃路１０月　２日(土)

１２ ： ００～東広島ＤＢＣ交流会１０月　９日(土) ～１１日(月)
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原　淑子

第ニ例会報告

８月２２日(土)１６時より第二例会がグラディスで行われました。

この日の参加者は、メンバー５名、メネット１名で、ちょっと寂

しい例会となりました。

最初に、国際大会での感想、意見交換で盛り上がりました。

会長が欠席の為、連絡事項は、省略されました。

　＊ブリテンの原稿割り当て

　　「国際大会参加に参加して」参加者全員に依頼する。

　　第一例会その他の割り当てを行なう。欠席者にはメールで

　　原稿を依頼する。

　＊９月第一例会について

　　世田谷クラブ小川メン・すずらん会の方と一緒に歌を唄う。

　＊９月第２例会(お散歩例会)について

　　９月１８日(土)とする。案として、玉川上水～小平周辺

　＊あずさ夢街道歩き　番外編について

　　９月１９日(日)ＪＲ篠ノ井線姨捨駅に集合して、田毎の月で有名

　　な千曲市八幡地区の棚田を見て、できればしなの鉄道屋代

　　駅まで歩く予定。

　＊その他

１８時より懇親会を行った。

出席者：小山(憲)、小山(久)、柴田、長津、長津メネット、原(淑)

オーストラリア･セントラルコーストより参加のジョン＆クリスティン。。

８月は、夜間山手ＹＭＣＡが使用できないということで、グラ

ディスで納涼例会をというこに。スピーカーには私の友人であ

る馬場啓子さん。彼女は幼い頃から障碍があり、杖をついて歩

いていたのですが、昨年突然歩けなくなり、車いす生活になっ

た事。歩けた頃、靴を作るためにリトアニアに行った話。最近

の話で水上バイクに挑戦した話。そしてメインは「楽しミすと

♪」とい事を提言し、楽しむこと自体を起業提案するという、

私としてわかったような？？の面もありましたが、とにかく明

るいキャラクターの馬場ちゃんに、元気をもらい。

　宴の夜はふけていったのでした。

出席者：天野、飯野、小山(憲)、小山(久)、菰渕(光)、菰渕(恵)、

柴田、島田、菅原、長津(徹)、長津(絹)、原(淑)、御園生

ゲスト：馬場啓子さん(卓話者)、臼田淳子さん(菅原)

ビジター：ジョン＆クリスティン(セントラルコースト)、宮内

さん(東京武蔵野多摩)、久保田さん(東京八王子)、河野さん(東

京たんぽぽ)

ファイナリストとしてビジネスプランを発表され、現在ＯＬ生活

と並行してビジネスプランを温め具体化するための準備に励ん

でいらっしゃいます。

「楽しミすと」のエッセンスとして、ご自身のブログにこう書

かれています。「でも、「楽しい」って感じることは、誰にとって

も自由で、いつも人をわくわくさせてくれるから・・・だから、

私は「楽しミすと」＝いつでもどこでも閃き楽しく切り開いて

いく人材でいたいと思うのです。」

Ｈｔｔｐ://ｂｌｏｇ. ｌｉｖｅｄｏｏｒ. ｊｐ/ｋｂ１９８０/

具体的には、ありのままの試練を受けとめ、人生を楽しく切り

開いていく人＝「楽しミすと」を増やし、社会で活躍しつづけ

るためのサポートをしていくことを目的としたビジネス展開を

計画されていらっしゃいます。

笑顔の素敵なさわやかなお嬢さんで、もちろんいろいろと応

援したくもなりましたが、あらためて自分が生活していてまた

仕事をしていて当たり前になってしまっている環境に気付かさ

れるとともに感謝の気持ちを思い起こさせていただき、心スッ

キリすっかり「楽しミすと」にしていただきました。

ゆったりとした空間で美味しい料理と素晴らしい卓話、納涼

例会楽しかったです。ありがとうございました。

８月納涼例会
菅原美紀子

柴田弘子

小山部長公式訪問に同行して

国際大会終了後、８月は東京たんぽぽ、東京八王子の２クラブ

を前田事業主査、山本八王子クラブ会長、サンライズのメンバー

が同行して訪問いたしました。

小山部長より下記の話がありました。

①　昨年の富士五湖クラブに続き、あずさ部から今年度も松本

クラブが、東日本区大会のホストを務めるに当たり、大会へ

の登録の依頼

②　最終年度に入った２０００プロジェクト推進強化。

長野クラブに続く新クラブの設立、

③　長野クラブチャータナイト(１０月２日(土))への参加イベン

ト。姨捨から長野まで歩くことを検討。

東京たんぽぽクラブの例会ではリビー支援の為の活動費に当

てるため、出席者は２品持ち寄り、賑やかにオークションをしま

した。

堀口担当主事のＹＭＣＡ報告で、子供が熱を下げる治癒力、体

温調整が出来ないことが、気になっていると話されていました。

今年は猛暑で子供たちにも過酷な夏です。

八王子クラブの例会では橋本メンが手作り(紙)の浴衣を着て司

会をされ和やかな雰囲気でした。

卓話「浴衣で落語を楽しもう」は、即席の高座で法政大学落語

研究会の３名の学生さんの落語を聞き、楽しいひと時を過ごしま

した。東京八王子クラブ８月のブリテンに、楽しいクラブ運営

を、来て楽しいクラブを、という言葉がありました。

小山部長が「楽しくなければワイズじゃない！」と話されてい

ますが、やはり楽しさの中でワイズライフを続ける気持ちにな

るのだと思います。

サンライズより：小山部長・小山(久)・柴田・原(淑)
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菰渕光彦

甲府２１納涼例会に参加して
原　俊彦

北海道部会、懐かしの地を訪ねる旅

小山久恵

東京西クラブ納涼例会

　８月１９日(木)６時４５分からホテルニューオオタニ４階ガンシッ

プにて開かれました。息子の小学校が麹町だったのでこの近辺

は当時しょっちゅう遊びまわっていたエリア、かって知ったる

と思っていたのですが、またまた迷って、田舎でのおばあさん

丸出しであちこちで聞き回り、ホテルの中に入っても行き着け

ず、大幅遅刻してしまいました。たどり着いた時は一連の儀式

が終わって、会食が始まったところでした。並ぶ必要もなく、な

くなる心配もせずに、席の近い方々とおしゃべりをしながら

ゆったりとした気分でお食事を楽しみました。幹事さんは、こ

の会場を決める際、ちゃんと試食をなさったそうです。今回は

卓話はなく、出席者全員が一言ずつ話をしてお開きとなりまし

た。その後近くのテラスでお茶をして、酔っぱらうことなく、深

夜にまで及ぶことなく、あくまでもお上品な一夜でした。

御園生好子

東京ＹＭＣＡ夏まつり

８月２８日(土)東陽町センターにて、例年より３０分開始を繰り

上げて３時３０分より開催されました。

「夏まつり」らしい提灯の下、アトリウムはオープニング前から

昨年同様、今年も部会の皮きりは北海道部会でした。それも網

走、知床半島そしてオホーツクの海を間近に望む事ができる北

見の地での部会・・・丁度１０数年前、十勝でのアジア大会終了

後、台北ユニオンとサンライズとが総勢２５名程で観光バスを

駆って北海道を東から西まで、実にエネルギッシュに旅した懐

かしの地での部会です。しかも、チミケップのＹＭＣＡキャンプ

場での部会と聞き、淑子ともどもどうしても参加したいとの思

いに駆られたのです。

部会を挟んだ全ての行程を中崎部長に委ねた処、阿寒湖、屈斜

路湖、摩周湖、サロマ湖、網走湖、能取湖、更には知床半島、羅

臼へと、ほぼ道東の殆どを４日間かけて訪ねる、ゆったりとそし

て実に美味しい旅となりました。

それにしてもチミケップキャンプ場で開催された部会には本

当に感激しました。北見市内のホテルからマイクロバスに便乗

して、険しい未舗装道路を上ること１時間半ほど・・・鬱蒼とし

た林の中に忽然とキャンプ場が表れて来ました。

広い敷地内には間違いなく数十年は経っているであろう木製

の小屋が点在し、かつての山中湖センターの古いキャビンを思

い起こさせる光景に思わず「このコテージはまだ現役ですよね。」

と聞いてしまうほど年季の入ったものでした。

聞けば、本館のキャビンを始め全ての建物が５０年近く経って

おり殆ど手を入れていないとの事、このキャンプ場に残されて

いる一つ一つが長い年月と活動の歴史を十分に感じさせる貴重

なものでした。

しかも鏡のような静かな湖面、そしてどこまでも透き通った

チミケップ湖がこのキャンプ場の為にシッカリと用意されてお

り、訪れた記念にカヤックを体験させてもらいました。

部会は札幌、札幌北、十勝、北見の４クラブそして宮崎総主事

などのＹＭＣＡスタッフを加え総勢４０数名が参加、２０００Ｐ委員

会、評議会、部会、講演会そして北海道の海の幸をこれでもか

と堪能させて頂いたバーべキューと本当に盛り沢山の内容でし

た。５００キロ近く離れたお互いをこうして結ばせ、交流の輪を続

けさせているものは、一体なに？・・・ワイズの持つ不思議な魅

力そして深い絆を改めて感じさせられた部会でした。

　８月２２日(日)、東京山手クラブ前田さん、東京八王子クラブ久

保田さん、福田さん、東京サンライズ小山部長、私をのせた甲

府行き鈍行は１５時３２分山梨市に到着した。同じ電車に大月から

乗車された東京西クラブの神谷さんご夫妻も合流。駅前ロータ

リーでは、松村直前部長が山梨ＹＭＣＡの車で出迎えをされまし

た。甲府から鈍行で到着する東京八王子クラブ会長山本さんの

到着を待って、しばらくの間クーラーの効いた車のなかで一休み。

　１６時過ぎには、例年の会場である金桃園に到着。まず、功刀

弘会長の開会点鐘で甲府２１クラブ納涼例会第1部は始まりまし

た。司会は甲府２１クラブの輿水順雄メン。ワイズソングとワイ

ズの信条を全員で起立して唱和したあと、功刀会長の心温まる

歓迎の挨拶と１０年連続参加の小山憲彦あずさ部長から挨拶があ

りました。引き続きビジターの紹介がありました。８月生まれの

４名の方達に会長から記念品贈呈、ハッピ･バースデーを唱和後

ご挨拶があり、駒田さんは７０歳になったこと、神谷さんは薬袋

さんが会長の時から連続出席であること、前田さんは例年８月に

は５カ所回ることにしていること、輿水順雄さんは来年アラカン

になることなどを話されました。続く諸報告では９月の例会日程

が水曜日に変更になった事などが発表されました。

　記念撮影後、第２部恒例のバーベキューによるワイズディナー

が行われた。出席者からひと言ずつアピールがあって、ＹＭＣＡ

の歌を全員で斉唱の後１８時過ぎに閉会しました。

子供達で溢れかえっていました。Ｗｅｌｌ－Ｂは焼き物や揚げ物の美

味しそうな香りが漂い、食欲をさそいます。しかし、Ｗｅｌｌ－Ｂ内

は席が無いほどの人で暑く、生ビールやソフトドリンクの冷た

さがホッとします。

今年もおなじみの「ザ･ドリーム･スクエア･ジャズ･オーケスト

ラ」の演奏によるジャズコンサートでは踊りだす人もいる程、皆

乗っていました。

「夏まつり」最後のお楽しみ、ラッフル券の抽選は残念ながら

サンライズの人達は完敗でした。「夏まつり」の益金はボラン

ティアリーダー養成、地域の奉仕活動の為に用いられる予定です。
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第６９回横浜国際大会
入稿順に掲載

私にとって初参加となる国際大会は８月２日猛暑の中東京駅八

重洲口から始まりました。ユースコンボケーションの参加者を

バスターミナルで待ちかまえ、チケットを買って御殿場行きの

バスに乗せる。というただそれだけのなのですが･･･、それがな

んともあやふやなことで、何時にどこの国から何人来るかもわ

からず、ウェルカムボードを掲げてそこでひたすら待つ、とい

うことでした。

そして当日午前９時、

まとわりつくような暑

さの中、小山久恵･ 柴

田･御園生･菰渕(各メ

ン)、東京クラブの佐藤

茂美さんと現場責任者

の徹(ユースコンボケー

ションの開会式に間に

合わせるため１１時のバ

スで御殿場に行ってし

まった）と私が現地集

合。そこへ遠くはペ

ルーから、近くは台湾

から参加者らしきユー

スの人々が２０数名、大

きなスーツケースを持っ

てゾロゾロ集まってきました。そこで、久恵さんの出番です。テ

キパキと英語でみんなに指示を出します。頼もしいです。やけ

にロシアの人が多いなと思っていたら見送りに来ていた人も混

じっていたり、どう見ても３０歳以下には見えない人もいたり、Ｊ

Ｒバスの係員に荷物が多すぎて乗せきれないと言われたりしたけ

れど、ともかく様々なトラブルをみんなで乗り切って何とか数

時間かかって何台かのＪＲバスに乗ってもらいました。

それはともかくその後の本大会の４日間、ＹＭＣＡに関わって

いる人たちの中にいて、私は何だか懐かしい場所に戻ってきた

ようなとても居心地の良い時間を過ごしました。私がまだ高校

生の頃、ＹＭＣＡ少年部にいた時と同じ空気を感じていたのかも

知れません。

大会の準備、運営をして下さった多くの皆様、本当にありがと

うございました。

　国際大会に参加するのは今回が初めてで様子が解らないまま

少し不安な気持ちで会場の横浜パシフィコに向いました。１０時

頃に着いたところ皆さんすでにそれぞれの役割でお手伝いして

いました。私は東日本区の大会グッズの販売を担当する事にな

りました、江東クラブのメンバーが先に初めていたところに加

わりました。

初めての開会式なので参加する事にしました。迫力のある素晴

らしい津軽三味線で始まり、開会宣言に続きフラッグセレモ

ニーが行われ１クラブ１人の国も有りましたが、壇上にフラッグ

が並ぶと世界各国から参加してるのだと実感しました。裏方で

活躍している方も大勢いますが、出席人数からみると開会式の

参加者は少ないように思いました。

また販売に戻りましたので記念の基調講演は残念ながら聞く

ことは出来ませんでした。夜は会場を移し日本の夏まつりと言

うことで浴衣に着替えやぐらを囲み盆踊り、沖縄のエイサーも

加わり屋台も出て各クラブの地域の特産品の販売等で会場は賑

わっていました。

　大会２日目はメネットプログラムのエコバックのお手伝いを担

当しました、準備に手間取り開始時間に間に合わず、あたふた

しましたが何とか時間内に仕上がり皆さん喜んで持ち帰る事が

できました。午後から夕方までは販売を手伝いました。

　２日目の夕食は席が決まっていました。私のテーブルは４人で

外国の方は欠席でした。お料理には近くで食べる事が出来まし

たが、並んでいた外国の方はお料理がなく係りの人に抗議して

いましたが係りの人も困っていました。外に食べに行った人も

いました。

３日目は仕事の為夕方から参加しました。晩餐会では席も決

まっていて隣はロシアのエレナさんでした。言葉の壁はありま

したがお箸の使い方の事で何とかコミュニケーションをとる事

ができました。ご馳走も沢山用意され美味しく頂きました。ジャ

ズの演奏とダンスで会場も盛り上がっていましたが途中で帰り

ました。

大会最終日はエレナさんがグッズを買いに来てくれました。

最後に良い思い出ができました。閉会式に出席して４日間の大会

が終りました。

７１の国と地域のフラッグセレモニーの最後は日の丸の入場でした。

　東京西クラブの吉田さんの発案で生れたグリーンシェリフと

いう役をさせて頂きました。事前の会合で言い渡された役割は、

目立つ格好をして、あくまで道化に徹することというもの。引っ

込み思案で恥ずかしがり屋、ユーモアのセンスのかけらもない

私の性格とは真反対のことをしなければならないことに、精神

的負担が重くのしかかっていました。

　しかし当日、変に気取って中途半端にやるよりも、腹をくくって

小山久恵

グリーンシェリフ

天野婦美子

国際大会に参加して

長津絹子

ユースの出迎え
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ピエロになりきろうと気持ちを切りかえました。グリーンの帽

子もなかなか決まっています。ミッションが下される度に仲間

の皆さんと盛り上がり、結構楽しんで４日間を過ごしました。ク

レームが来たり、理不尽に上から目線で怒鳴られてアタマに来

たこともありましたが、今回初めて顔を合わせた方々と親しく

なれたことは大きな収穫でした。

グリーンシェリフ(環境保安官)のアピール。

　思いもかけない経験をさせていただきました。

まずダンス。プレジデントボールでのダンスパーティーにと、

２ヶ月前から楽しいワイズのメンバー数人と、ワルツにタンゴ、

ブルースをプロの先生から特訓を受けました。

残念ながら本番当日早めに帰り、特訓のレッスンの成果をお

試しすることはありませんでした。しかし大会が無かったらこ

んな機会は無かったでしょう。

そして環境保安官

声をかけていただき何のお役かも良く分らず引き受けました。

大会初日武蔵野クラブの石丸さんが考案し用意してくださった、

環境保安官の帽子に小道具を身に付け、お仕事は笑顔で会場の

見回り、環境をテーマの今大会のための ｃａｒｂｏｎ ｎｅｕｔｒａｌ の募金

活動、ペットボトルのリサイクルの仕方のパフォーマンスｅｔｃ･･･。

突然の要請、注文、変更でハプニングもいろいろありました。そ

こは環境保安官の皆さん、臨機応変に対応して、チームワーク

のよさと、楽しさを味合うことが出来ました。数日前までは国

際大会にこんな参加の仕方をするとは考えてもいませんでした。

大会のプログラムには大方出席することは出来ませんでした

が、事務局を何時覗いても忙しくパソコンと向かい合っている

方々、翌朝にはブリテンが発行されていて、大会の様子を知る

ことが出来ました。

柴田弘子

横浜国際大会

菅原美紀子

横浜世界大会感想

いろいろあった事、感じた事をあれこれ書こうとしましたが、

切りがなくなりそうなので、印象に残った事、残念だった事な

どを書きたいと思います。

次期国際会長主催の晩餐の席で、折り鶴の話に触れられ、原爆

の少女貞子の話に。折しも当日は８月６日の原爆投下当日。そして

折り鶴は記念にお持ち下さいとアナウンスが。

　最終日大勢の海外の方が折り鶴を首から下げられていました。

　日本人には８月６日の意味が深く感じていても、海外の人達に

は初めて聞く方がほとんどだったでしょう。

　残念だなと感じたのは、食事。私たちが海外の大会に参加し

て話題にするのは食事です。インドで朝から晩までカレーとか。

ある国はお肉ばかりで、ほかのところに食べに。

　今回は質量ともに残念だったと思う。外国の方は日本食　ス

シ、テンプラを期待して来ていると思うのだが、スシと言える

のか、わずかばかりのカッパ巻きと最終日のお稲荷さん。海外

の方はこれらをスシと認識できたのだろうか。生ものが時節柄

無理としても、工夫の余地があったろうに。せっかくの世界大

会、予算の関係もあったでしょうが、スシ、テンプラの実演ブー

スがあっても良かったと思う。

　もうひとつの残念だった事、ダンスタイム。渋滞状態でせっ

かくお稽古したにもかかわらず、あまり踊れなかったけど、イ

ンドのお兄さんに舞台に上げられてしまいました。次に参加で

きる国際大会までにもう少しステップが踏めるようになりたい

と思いました。

　最後にせっかくの日本での大会だったのに、お客さんでの参

加で終わってしまっていたこと。何らかのお手伝いが出来な

かったことが、自分として残念だった事です。

原　淑子

横浜国際大会に参加

国際大会には、何回も参加して来ましたが、自国での大会は、

初経験でした。いつも、気楽な気持ちで参加して来ましたが、今

回は、東日本区メネット委員長の立場から、メネットプログラム

委員会のメンバーとなり、歴代メネット委員長の皆様とご一緒に

藤井祥子メネットプログラム委員長の下、準備に参加しました。

途中から参加しましたので、西も東も分からず・・・。幾つかの

メネットのプログラムは日が近づくに連れて、次第に点が線に、

線が面にと言う様に、具体的になって来ました。月１回の委員会

が、２回になり、そして１週間に２回に。あっという間に大会当日

になりました。

一日目の「夏祭り」の浴衣の着付けでは、汗だくの大奮戦とな

りましたが、海外のメン、メネットの皆さんに大いに楽しんで頂

きました。

二日目の「メネットアワー」は、エコバッグを担当。前日まで

準備をし、当日は、京都プリンスクラブの西村寛子メネット、東

広島クラブの谷本久美子メネット(二クラブ共サンライズのＤＢＣ

クラブ)、サンライズクラブ天野メン、菰渕恵美子メネットにお

手伝いをお願いしました。

初体験で、無我夢中、パニックにも・・・。参加された方に「メ

ネットアワーのプログラムが一番良かった。」と言われ、嬉しく

なりました。メネットの皆さんのご協力でパワーもアップでし

た。そして、女性メンも、そこかしこでお手伝いし、大成功に終

わりました。

今回の大会の準備に参加して、これまでに参加して来た国際大

会(アジア大会も)等でホストして頂いた、ワイズの皆様のご苦労

を知る事が出来ました。これから参加する大会では、今までとは

違い、本当に大変な事と思い、ホストのメンバーの方々に感謝し

たいと思いました。
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原　俊彦

疾風の如く走り去った横浜国際大会

６月の東日本区大会が、富士五湖クラブの圧倒的なパワーに支

えられ無事終了しホッとしたのも束の間、８月５日～８日までの４

日間、世界２７カ国のワイズメン、メネットが一堂に集う「第６９

回横浜国際大会」が開催されました。

日本での開催について様々な意見が飛び交いながらも実施に

向けての準備を重ねて丸３年、東日本区の部会はもちろんの事、

西日本区にまで何度か登録推進を訴え飛び回った日々、ＨＣの一

員としてこの間どれだけのミーテングを重ねた事か・・・口を

開けば「行くぞ、ヨコハマ！」と正に東西ワイズの総力を結集

し、満を持して迎えた大会でありました。

しかし、それ程に用意周到、事前準備に力を注いだ大会でし

たが、終わってみれば本当に疾風の如く走り去った４日間でもあ

りました。開会式での華やかなフラッグセレモニーが始まるや、

それに続く一つ一つのプログラムは正に怒涛の如き早さで私の

前を通り過ぎ、気がつけばベンソンさんの閉会宣言を聞いてい

た・・・そんな大会であったとも言えます。

これまで、何度となく海外での国際大会に出席してはいます

が、何れもお客様の立場での体験で、ホストとしてはもちろん

初めての経験でした。それだけに全体の流れが良く見えず、極

めて断片的な参加に終始した感がありますが、いま静かに振り

返ってみれば世界各地から１,５００名ものメン、メネット、ユー

スが一同に会し多少のトラブルはあったものの、あれだけの酷

暑の中、無事に大会を終えられた事は大いに評価されるべきも

のと言えます。

サンライズからも多くの参加を頂き、大会当日も献身的なお

働きを頂いた事に改めて深く感謝致します。

遠矢良男

横浜国際大会に参加して

私の国際大会への参加は、熱海大会以来で、本当に久しぶりで

した。世界の経済環境が不透明な中での開催で、どんなことに

なるのかと気がかりでしたが、本当に多くの国々から大勢の方

が参加されたことに驚くとともに、準備された方々の並々なら

ぬご努力に感謝しております。私としては、８日以外はすべて参

加するつもりでおりましたが、高齢(９７歳)の母の介護を急にこ

の時期に担当することになり、５日と７日(夕食時のみ)という中

途半端な参加になったことがもったいなくもあり、また残念な

ことでした。

初日のユースからの提案は、とても印象深いものがありまし

た。会場ではやりませんでしたが、我が家で打ち水を心がけて

います。講演についてはそのまま賛同とは言い難い点もありま

したが、こんな参加でしたから内容について話合いに加わると

いうこともできないままでした。７日の夕食会は全く初めての方

と一緒の席でした。着席予定者は６名でしたが、実際は５名と少

なく、ちょっと寂しい感じで、食事も余った形になり、事前に

食事の参加予定のアンケートをとられたことが必ずしも生かさ

れなかったように思いました。ご一緒の外国の方はマニラ･ダウ

ンタウンのご婦人お一人で、お仕事の関係で日本には良く来ら

れているとの事で、盛んにマニラ＆フィリピンのことをお話さ

れ、是非来るようにとのお誘いをいただきました。あまり十分

にお話しできたとは言いがたいですが、それなりに楽しい時を

持ちました。

短い参加ではありましたが、新しい出会いはもちろん、懐かし

い方々とも出会うことができたことに感謝しております。

菰渕(口原)恵美子(メネット)

横浜国際大会から生まれた「長ブルの会」

国際大会も終盤の夜、藤井国際会長ご夫妻の素敵なワルツを

ご覧になられましたか。サンライズメンバーは、ひょんな事か

ら藤井国際会長ご夫妻と共に、社交ダンスを習うことになりま

した。山手クラブの中村メンのアレンジの元、東京グリーンの

布上さんご夫妻、長津夫妻、御園生メン、柴田メン、菅原メンと

ともに毎週日曜日の夜「東長崎」に集結。二ヶ月間に渡ってブ

ルースを皮切りに、ジルバ、ワルツと特訓を受けました。ステッ

プも心もとない超初心者集団。レッスンプロの先生には「こん

な素人さんを教えたのは、久しぶりだった(笑)」と言わしめた私

たち。それでも８月初旬には何とかワルツを踊れるまでに！

当日のダンスタイムは夫々が二ヶ月間の特訓の成果を披露し

たのでした。藤井後夫妻のダンスを見るメンバーの眼にはうっ

すらと感動の涙。(こちらの様子は菰渕メンが力を入れました

「ライブＴＶ」で録画放映がされていますので是非ご覧下さい！

【Ｈｔｔｐ:// ｉｃ２０１０ｙｏｋｏｈａｍａ.ｗｅｂ . ｆｃ２ . ｃｏｍ/ ｊａｐａｎ / ｌｉｖｅ _ ｔｖ .

ｈｔｍ３４コマ目>】)

毎週レッスン終了後には「東長崎」の飲み屋さんで反省(？)

会。これも楽しく交流を深める時間となりました。そこからこ

のグループ名は「東長崎ブルースの会」略称「長ブルの会」。こ

の国際大会で終わりではなく、何かの折に「長ブルの会」が活

動するのではないかと楽しみにしています！

菰渕光彦

横浜国際大会を振り返って

準備段階から詰め込みすぎたために、大会４日間はあっという

間に終了。

１．事前準備

・ライブ中継のテスト

十勝大会から始まり、富士山例会、あずさ部会、東日本区大会

へとテストを繰り返して、大会前日に無線ラン、有線ラン設置

を含めて完成。

・ダンスの練習

２ヶ月間の特訓。東長崎駅前のアフターレッスンが楽しかっ

た。

・盆踊りの練習

東陽町で行われた浴衣着付け練習を兼ねて１日だけ参加。

・折りづるラン

小田原~平塚、平塚～戸塚区間でライブ中継と収録に参加。公

式ホームページにアップ。

・ユース出迎え

８月２日、東京駅八重洲口にて到着するユースをハイウェーバ

スに送り込み。

２．横浜国際大会期間中

・ライブ中継

ｉＰｈｏｎｅとビデオカメラを使用してスティッカム･ライブ中継
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サービス

西村委員長のもと、京都クラブ倉田メン、湯河原クラブ北村メ

ン、富士五湖クラブ後藤メン、東京サンライズ内迫メン、菰渕

メン、メネットが協働。

・ライブ中継及び録画ビデオの編集

すでに完成の８タイトルに、大会の３４タイトルを追加して全

４２タイトルを編集して大会公式ホームページのライブ中継の

ページにアップロード。

３．横浜国際大会終了後

・大会映像のＤＶＤ作成(２枚組)Ｖｅｒ . １

８月２１日に行われた，大会の委員会に間に合わせて制作。

・大会映像のＤＶＤ改訂作業中　Ｖｅｒ . ２

Ｖｅｒ.１で収録できなかった映像を追加して，目下制作中。

・公式ホームページの録画映像

期間中にアップした４２タイトルに変更はありませんが、西日

本区の大槻メンと倉田メンの尽力で映像にアクセスしやすく

なり、現在でもアクセス数が伸び続けている。特に、ＩＹＣ東京

駅バス手配、ユース環境問題アピール、国際ユース報告、の映

像がベストスリーです。

以上、国際大会のレポートでした。あんなに、詰め込みスケ

ジュールだったのですが、ブルースもジルバも踊って，東京音

頭や炭坑節も浴衣＋下駄で踊ることも出来ました。ただひとつ、

五本指靴下で下駄を履いてしまったことを皆さんに非難された

私の横浜国際大会でした。

長津　徹

２０１０ＩＹＣに参加して

ＩＹＣ(国際ユースコンボケーション)は８月５日開幕のＩＣに先行

して２日から御殿場東山荘で始まりました。２９カ国から１４７名の

参加でしたが、その内１０名のファシリエーター(補助者、助力

者？)は時間の取れた他の日本人参加者と共に７月２９日から東山

荘で講師によるトレーニングや様々な準備をしていたようです。

日本からは東西日本区合わせて２３名が参加しました。そのうち

何人かは成田や東京駅のウェルカムチームとして活躍しました。

私はＨＨＣ(Ｈｏｓｔ Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ)メンバーとして会期中ＩＹＣ参加者

と行動を共にしたのですが、プログラムにはほとんど参加でき

ず記念撮影にすら写っていません。ＨＣとしての参加者は私と

ＩＹＣＨＣＣ(Ｈｏｓｔ Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ Ｃｈａｉｒｐｅｒｓｏｎ)のＭｉｋｅ(横浜つづき

の林茂博メン)、青木清子(千葉クラブ)、Ｗａｔｅｒｌｏｏ長尾(宝塚ク

ラブひろみメンのご主人亘さん)、カマン(香港ＹＭＣＡ職員)、

ジョンスカイ(台北ＹＭＣＡ職員)の計６名です。東山荘から横浜

大会開会式参加のための往復、御殿場から富士山ＹＭＣＡへ、そ

こからＩＰ Ｂａｌｌと閉会式参加のため鶴見のホテルへ、これら全部

チャーターバスによる移動とトラックによるバッゲージの運送

(これが大量なんです)を担当しました。デンマークの２００８ＩＹＣ

でもそうだったのですが、時間の感覚が違っていて最終日の移

動などは１時間遅れで出発し結果、ＩＰ Ｂａｌｌ参加のためにショッ

ピングやエクスカーションをはしょることになりました。

さてＩＹＣ自体は８月２日の午後２時東山荘で開会し、各セッ

ション毎に役割分担されたファシリエーターによりプログラム

が進行しました。慶応大学の細田衛士氏による環境問題に関す

るキーノートスピーチ(難しい話を分かりやすい英語で)、４日の

富士山ＹＭＣＡでのＩＣＭミーティング、その後の記念植樹と２５０人

の大ＢＢＱパーティ、横浜国際会議場に合流しホールでのユース

バザール、大会開会式への参加とプログラムは続きました。あ

とはＩＹＲ(国際ユース代表)の選出、最終日の礼拝と閉会式で発表

する内容をまとめる作業だけなのですが、毎夜盛り上がるカル

チェラルナイトで睡眠時間が圧縮され、参加者全体が疲労困憊

の状態となりました。途中で半日以上フリータイムを取って体

力回復を図ったりもしました(我々も)。その間パスポートをなく

した参加者のサポートやブヨに刺され足が腫れ上がった者への

ケアｅｔｃ．．．、参加者の中に看護婦がいたりＨＣメンバーの協力で

何とかしのぐことができました。最後に広島へのエクスカー

ションがキャンセルになるハプニングがありましたが、何とか

無事に終えてほっとしています。

小山憲彦

横浜国際大会の思い出

いつも感じているのは自分の語学力の弱さなのですが、それ

はさておき今回は何時にもまして日本の参加者が積極的だった

のが印象的です。「献身的」という言葉を久しぶりに思い出しま

した。様々な場面でかげひなた無く活躍したワイズメンもすご

いと思います。

おまけ：自分が写っている写真を探してｆａｃｅｂｏｏｋを始めまし

た。１０日間で友達を２７人見つけ、写真も沢山手に入れることが

出来ました。

台北ユニオンとサンライズの(ちょうど近くにいた)メンバーで記念撮影。

台北ユニオン　どこの大会に行っても、大会中には必ずＤＢＣ

交流会を持ち、どこかへ飲みに行ったりカラオケをしたり、大

会終了後には可能な限り一緒に旅行へ行ったりしているのです

が、今回は、大会中はサンライズのメンバーは手伝いに狩り出

され、大会終了後にはそれぞれ予定が入っていたりして、一緒

の旅行も歓迎会もできませんでした。せっかく日本に来ていた

だいたのに、大会中の立ち話と晩餐会での会話だけでした。
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　大会前の２～３ヶ月と大会期間中は大変忙しい思いをしました

が、お陰でもう二度と味わえないとても楽しい経験をさせて頂

き感謝しています。

　担当していた開会式のプログラム作りは、吉田明弘さんにお

んぶに抱っこで楽をさせて頂きましたが、フラッグセレモニー

では手古摺らされました。大会前日の国際との打合せで、せっ

かく日本側でアイディアを出し準備をしたのに、全部拒否され、

結局今まで通りの進行になりました。その後、吉田 司さんと国

旗をポールに取り付けることになり、鎌倉の池田さんに手伝っ

て頂き、アルファベット順に取り付けました。その際、壇上で

は二列に並べるため、前列の国旗は一動作で同じ長さに短くな

るようにポールを工夫しました。帰りの時間を気にしながら、途

中で逃げ出そうと思いながらの作業でしたが、１０時半には完了

し、何とか家に帰ることができました。

　大会初日リハーサルの時、国旗をポールスタンドに納めよう

とした時、何故かポールがスタンドに収まらないのです。チェッ

クした所、ポールが３種類ありました。Ａ･Ｂのポールは同じ太さ

なのですが、Ｃのポールだけは少し細かったのです。ところが、

ポールスタンドをセットした会場側のスタッフはお構いなしに

並べていたのです。今更ポールに併せてスタンドを並べかえる

ことなどとても不可能です。そこで、スタンドに収まらないポー

ルは一時的にガムテープで固定することで急場を凌ぐことにな

りました(結局最後までそのままでしたが）。

　いよいよ開会式の始まりです。会場は暗くなりオープニング

の津軽三味線の演奏者が舞台上でスタンバイ。吉田明弘さんか

ら携帯に「スタートしたいけれど、ワイズメンフラッグ･クリス

チャンフラッグ･聖書･燭台の準備はＯＫか？」との問い合わせ。

見渡したけれどＩＰその他の保持者は見当たらない。時間は来てい

る。三味線の演奏中に捜せばいいやとＯＫを出す。慌てて走り

回っていたら、演奏の邪魔だとクレームがつき、それでも必死

に捜す。何とか見つけ出し、無事壇上に誘導し一件落着。フラッ

グセレモニーでは国旗保持者が想定していたスピードよりゆっ

くり歩くので気をもんだけれど、何とか時間内に終了し一安心。

国際の担当者デールさんから、これまでで一番準備･手配･進行が

良かったとお褒めの言葉をいただけました。

　大会２日目、今度のお仕事は交通委員会のエクスカーションの

乗車誘導とバス停の案内。東京観光の最後のバスが出発が少し

遅れた以外、たいしたトラブルもなく無事に出発。次にシャト

ルバスのバス停案内に出発。担当は大桟橋。初めはマーシャル

と二人配置のはずが都合で一人に。何台目かのバスに御園生さ

んが乗っていたので下りてもらい、次のバスを待つ間にトイレ

と煙草休憩に行けました。御園生さんに感謝。

　最後は閉会式。ワイズメンフラッグを先頭に旗や聖書が退場

した時、それぞれを受取り大会本部に運んだ際に、聖書を置き

忘れたことに気づき、息を切らしながら階段を駆け上がったこ

とが一番の思い出です。

　飲んだ話。大会初日、プログラム委員会の反省会と翌日の打

ち合わせが済んだのが１１時過ぎ。ホテルへ戻る途中、岡西さん

と馬車道の駅まで一緒でした。このままでは少し淋しいねと飲

み屋を捜しました。やっと見つけた焼き鳥屋で、食べ物はラス

トオーダーだけど飲み物ならしばらくはいいよと言われ入店。

東広島の西田さんを呼び出し１時近くまでご飲んでしまいまし

た。２日目の食事騒ぎの時、皆を誘い迷わずその店へ。最終的に

２０人近くの大宴会になってしまいました。楽しかった！

ユース事業の内訳

１． ＹＩＡ(Ｙｏｕｔｈ Ｉｎｖｏｌｖｅｍｅｎｔ ａｎｄ Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ)

　ワイズメンズクラブが行なう様々なプログラムに若者を

　巻き込むことを実践する。

　①ユースコンボケーションの支援

　②ユースボランティア･リーダーズフォーラム開催

　③ユースクラブ設立支援＝ユースクラブは国際憲法で規

　　定されるワイズメンズクラブではなく、１８歳から３０歳

　　の青年をメンバーとする国際協会に所属する正式な組

　　織。主たる目的は、ＹＭＣＡとワイズメンズクラブに青

　　年が積極的に関わり、これらの運動を推進させること

　　を推奨すること、ユースクラブメンバーの一人ひとり

　　の成長の機会を提　供すること、次代のリーダーシッ

　　プを育てること等。

２．YＥＥＰ(Youth Ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ Ｅｘｃｈａｎｇｅ Ｐｒｏｇｒａｍ)

３．ＳＴＥＰ(Ｓｈｏｒｔ Ｔｅｒｍ　Ｙｏｕｔｈ Ｅｘｃｈａｎｇｅ Ｐｒｏｇｒａｍ)

４． メールマガジンの発行

　隔月、ＹＭＣＡ、ワイズの情報を若者に発信中。

☆知ってましたか？　普段何気なく見ているロースターの

　各クラブの最下段に広告があるのにお気づきですか。あ

　の広告は有料で、広告料はユースの事業のために使われ

　ています。また、ユースボランティア･リーダーズフォー

　ラムは、各クラブから２万円(あずさ部はメンバー１人/

　千円)の拠出によって運営されています。

☆今年度のユースボランティア･リーダーズフォーラムは、

　９月１０日～１２日に東京ＹＭＣＡ山中湖センターで開催さ

　れます。見学･応援に参加してみませんか。きっと何か新

　しい発見があると思います。

ユース委員会
強調月間：ユース

キャビネット

予　　　告

東京ＹＭＣＡインターナショナルチャリティーラン

　期　日：９月２３日(祝)１０ ： ００～

　　　　　今年は水餃子の販売を担当します。お手伝いに参加

　　　　　してください。

富士五湖クラブとの合同例会　富士山例会のご案内

　期　日：９月２５日(土)～２６日(日)

　日　程：２５日(土)　１３時、河口湖ショッピングセンターＢｅｌｌ

　　　　　乗り合いで富士山五合目「佐藤小屋」へ

　　　　　例会、ＢＢＱ、懇親会

　　　　　２６日(日)　９時、佐藤小屋出発、富士風穴見物

　　　　　　　　　　温泉と昼食(オプション)

　費　用：宿泊　１万円、日帰り　５千円

あずさ部環境キャンペーン　東京電力柏崎刈羽原発見学ツアー

期　日：１０月１６日(土)８ ： ００～２０ ： ００

　　　　参加費は昼食代のみです。これを機会にお子さん、お孫さ

　　　　んと一緒に原子力発電所の見学はいかがでしょうか。

山手センター　バザー

期　日：１０月１７日(日)１０ ： ００～

　　　　今年もおでんと水餃子の屋台を出店します。

－８－
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ご近所のクラブでは
交流委員会

菅原美紀子

「縁は異なもの、味なもの」

　あずさ部では部内交流に力を入れております。隣のクラブを

のぞいて見ることでワイズの輪が広がり、ワイズの和も深まり

ます。ぜひ他クラブ訪問を実行してみてください。。

☆印は部長公式訪問です。

　世田谷クラブの小川メンより、下記のようなメールが入り、程

なく次のメールが入りました。

「世界大会、おつかれさまでした。また、今期は会長、ご苦労様

です。ブリテンを拝見して、７月例会の徳義公明さんの事を、小

山さんに聞きました。菅原さんのご紹介だそうですね。

彼は、私の広島時代(中学生)の幼馴染。４０年ほど前に京都で

会った後お互いに、連絡が途絶えています。ぜひ、徳義公明君

の連絡先を教えてください。４０年ぶりに合いたいものです。」

「あのあと、グーグルで検索、徳義公明くんと連絡が取れました。

明日の夜、新宿で会うことになりました。ワイズのご縁に感謝

します。」

　何ということでしょう、わがクラブのブリテンが縁で、４０年

ぶりに旧友との再会が果たされたとのことです。この確率は、ど

のくらいのものでしょうか。私がたまたまカイロプラクティス

に通っていて、卓話者にお願いし、報告が次月のブリテンに載

り、それを小川メンが記事を目にし、徳義先生が旧友と気付く。

ものすごい確率だと思います。まさにワイズのご縁、神様が引

き合わせて下さったのでしょう。

２０１０年９月１日発行           　　　 東日本区理事　松田俊彦

　メンバーの皆さまには、会長よりメール添付で配信しました。

○三井住友銀行　恵比寿支店　普通口座：６７６２３５５

○口座名　東京サンライズワイズメンズクラブ

※本年度も災害時緊急募金用積立て金として、初回納入時のみ

　２,０００円を　追加して納めてください。年額合計５０,０００円

　になります。よろしくお願い致します。

会費納入のお願い

●一括納入　　 一括全納 (８月末)

各回毎に (８,１月末)●二回分割納入

各回毎に (８,１２,４月末)●三回分割納入

●四回分割納入 各回毎に (８,１１,２,５月末) １２,０００円

１６,０００円

２４,０００円

４８,０００円

　新年度になりました。さっそく年会費の納入のお願いを致し

ます。会費がないと会の運営もままなりません。早めの納入を

よろしくお願い致します。

松本クラブ◇　９月１１日(土)１８ ： ３０～　

東京八王子クラブ◇　９月１１日(土)１８ ： ００～　

甲府２１クラブ

富士五湖クラブ◇　９月　７日(火)１９ ： ００～

◇　９月　７日(火)１９ ： ００～　

◇　９月１４日(火)１８ ： ４５～ 甲府クラブ

東京武蔵野多摩クラブ◇　９月　８日(水)１９ ： ００～

◇　９月１６日(木)１８ ： ４５～ 東京西クラブ

(仮)長野クラブ◇　９月１５日(水)１９ ： ００～

東京山手･たんぽぽ･セントラル◇　９月２１日(火)１８ ： ３０～　

東京ＹＭＣＡチャリティーラン◆　９月２３日(木)　９ ： ３０～

◇　９月２５日～２６日 富士五湖クラブ富士山例会

クラブ合同例会

あずさ夢街道　番外編　姨捨◆　９月１９日(日)１０ ： ４５～

長野クラブ チャーターナイト◆１０月　２日(土)１４ ： ００～

甲府２１クラブ

富士五湖クラブ◇１０月　５日(火)１９ ： ００～

◇１０月　５日(火)１９ ： ００～　

松本クラブ◇１０月　９日(土)１８ ： ３０～　

東京八王子クラブ◇１０月　９日(土)１８ ： ００～　

◇１０月１２日(火)１８ ： ３０～ 東京たんぽぽクラブ

◇１０月１２日(火)１８ ： ４５～ 甲府クラブ

長野クラブ◇１０月１５日(水)１９ ： ００～

山手ＹＭＣＡバザー◆１０月１７日(土)１０ ： ００～

◇１０月１９日(火)１８ ： ３０～ 東京山手クラブ

◇１０月２１日(火)１８ ： ４５～ ◇１０月１９日(火)１８ ： ３０～

◇１０月２８日(木)１８ ： ００～　 東京セントラルクラブ

あずさ夢街道あるき 番外編
ファンド委員会

１０月２日(土)の長野クラブのチャーターを祝い、花を添えるた

めに今回の「あずさ夢街道あるき　番外編」を」企画しました。

信濃では　月と仏と　おらがそば

まだまだ暑さが残っているかも知れませんが、初秋の信濃路

を歩き、信州そばを味わってみませんか。

期　日：２０１０年９月１９日

集　合：ＪＲ篠ノ井線「姨捨駅」　１０時４５分

行　程：姨捨駅(日本３大車窓景観の駅･現役スイッチバックの駅)

　　　 →　四十八枚田の田毎の月の棚田　→　観月の寺･長楽

　　　 寺　→　善光寺西街道　桑原宿　→ 善光寺平最大の宿

　　　 場･蔵の町　稲荷山宿　→ しなの鉄道　屋代駅

　 　　出来るだけ長野駅に近づけたらいいな。

お散歩委員会

お散歩例会

　９月の第二例会はお散歩例会です。都内の喧騒を離れ、郊外散

歩と洒落てみませんか。

　９月１８月(土)１２時、西武新宿線　玉川上水駅集合の予定

　詳しい行程は後ほどご案内しますが、玉川上水に沿って武蔵

野の景色を堪能してください。まだまだ残暑が厳しそうですが、

上水に沿って遊歩道が整備されていますので、木立を吹く風、水

辺の涼風が期待できるかもしれません。江戸時代の小林家旧宅、

松の木の快適な遊歩道、ふれあい下水道館、小平市平櫛田中館、

一橋大学と津田塾大学を結ぶ「Ｌｏｖｅｒｓ　Ｌａｎｅ］玉川上水緑道で森

林浴、旧鎌倉街道を辿り、　終点は西武新宿線の小平駅を予定し

ています。いつもの打ち上げは、まだ予約はしていませんがＪＲ三

鷹駅へ出て、江原さんのお店「かぶら屋」ではどうかと考えて

います。打ち上げだけの参加も歓迎します。

－９－
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山中湖センターだより
山中湖センター　小山泰弘さん

西 条 便 り Vol . ９５

東広島クラブ　佐々木集子さん

編集後記

　やっと窓を開けて涼しい夜風を感じながらブリテンの編集を

しています。あちこちで大きな被害の出ている台風９号ですが、

幸いウチの方ではたいした雨も降らず、涼しさだけを運んでく

れました。クーラーなしの生活は快適です。

　今月のブリテンも例会当日の配布になってしまいました。先月

は月初めに完成し、直接手渡しで配ろうと横浜国際大会の会場へ

持って行ったのですが、とてもそんな余裕はなく、持ち帰っての

郵送になってしまいました。余計なことをしたものです。(Non.O)

今月のプリンスクラブ Vol . １２

京都プリンスクラブ　岡西博司さん

今月は、本当に盛りだくさんの月でしたね！

横浜国際大会に、我クラブから、マーシャルとして４名参加。

又メンバーは、、日帰りの人も入れて、６名参加。合計１０名の参

加でした。１２名のメンバー中１０名は、上出来ですね。

第一例会は、納涼例会と名を打ち、滋賀県の朽木にあるグリー

ンパークでグランドゴルフと温泉とバーベキューを楽しみまし

た。何が納涼なんでしょうか？結構暑くて、大汗をかいてしま

いましたが、みんなで楽しく遊びました。

第二例会は、初めての試みですが、役員会例会という事で、全

員でホテルで役員会を持ちました。いろんな意見が出て、初め

てにしては、上出来というところでしょう。

９月になれば、少しは涼しくなってくれることを祈り、新しい

メンバー獲得に本気で立ち向かって行かねばなりません。頑張

るぞ！おおっ！

　皆様こんにちは、山中湖センター小山泰弘です。

まだまだ、暑い日々が続いていますがいかがお過ごし

でしょうか。山中湖も３０℃を越える日がありましが、幸

いなことにスタッフやお客様は熱中症に掛かることはあ

りませんでした。

昨年度同様、台湾から女性三名がＩＣＣＰＪという研修で

７月１３日～８月１７日まで駐在リーダーを行ないました。

忙しい毎日でしたが、三名ともよく頑張っていました。今

後、三名にとってこの経験が生きてくることを願ってい

ます。

　まだまだ、暑い日々が続くようですが、お身体は十分

にお気をつけください。山中の地から祈っています。

１．夏季キャンプ、夏季プログラムが終わろうとしていま

す。今夏は７３の国内プログラムと海外キャンプ４

コースが実施されました。今年は日本ＹＭＣＡのキャ

ンプ開始９０周年となり、記念Ｔシャツなどの販売も

行っています。

２．７月１９日～２４日、「いま、地球市民として生きるため

に」をテーマに香港のウーカイシャ研修センターで

「第１７回世界ＹＭＣＡ大会」が開催され、世界８５カ国よ

り１ , １３４名が集い、東京ＹＭＣＡからは常議員の笈川

光郎夫妻、山本和夫妻、職員の長谷川博子(ＴＹＩＳ)が参

加しました。なお、マカオ、東エルサレム、ベラルー

シ、ロシア各ＹＭＣＡの世界ＹＭＣＡ同盟への正式加盟

が決定しました。

３．第２４回インターナショナルチャリティーランが９月

２３日に代々木公園で行われます。ワイズメンズクラブ

の皆さんのご支援により、今年も山手センターから１

チーム出場予定です。ご支援、ご協力に感謝いたしま

す。収益金は障がい児プログラムに充てられます。

４．大型スーパーコストコさんのご好意により、サンプル

品などをご寄付いただきました。山手センターの事務

所前でミニバザーを定期的に行っています。ぜひお立

ち寄りください。収益はリーダー養成募金、国際協力

募金に充てられます。

８月例会は納涼例会として他の人にも参加してもらいたいと思

いましたが、おお外れで自分達だけで楽しんだ結果になりまし

た。とにかく会員を増やすことを真剣に考えないと思っていま

す。

京都プリンスクラブとの交流もサンライスクラブ同様、これ

から良いお付き合いをさせていただきたいと思っています。１０

月の"酒まつり"には来て頂けるとのこと、大変喜んでいます。

メンバ－が少なく、なかなか両クラブに出かけて行けません

が、出来るだけ交流をしていきたいと思っています。末永くよ

ろしくお願いいたします。

交流委員会

ＤＢＣ東広島訪問

今年の「西条酒祭」訪問は、京都プリンスクラブとの３クラブ

合同のＤＢＣ交流会を兼ねて、１０月９日～１１日で行なわれます。

ぜひご参加ください。

行　程：１０月９日(土)

　　　　正午頃を目途にＪＲ西条駅集合

　　　　【都合で集合順に「しろう」で広島焼を食し、酒祭見学へ】

　　　　夕方、ＪＲ西条駅に集合してＤＢＣ交流会会場へ。

　　　　１０月１０日(日)

　　　　９時頃の「のぞみ」で新神戸へ移動。神戸ジャズフェス

　　　　ティバルに参加。１２時～１８時までの間、市内のジャズ

　　　　スポットを自由に覘く。お好きな演奏者のいるお店へ

　　　　行ってください。フェスティバルは１８時で終了します。

　　　　１０月１１日(月)

　　　　神戸市内観光をしてもよいし、六甲山に登ってもよい

　　　　し、適当な時間に解散します。

参　考：東京⇒広島　ＪＡＬ１６０５　　　９ ： ５５－１１ ： ２０

　　　　　　　　　　  ＡＮＡ６７５　　１０ ： １５－１１ ： ３５

　　　　のぞみ利用　のぞみ１１号 　７ ： ３０－１１ ： ３８　広島着

　　               　ＪＲで西条へ


